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医療安全推進週間  後援団体
文部科学省、各都道府県、独立行政法人国立病院機構、独立行政法人労働者健康福祉機
構、独立行政法人医薬品医療機器総合機構、社会福祉法人恩賜財団済生会、財団法人医
療関連サービス振興会、健康保険組合連合会、財団法人厚生年金事業振興団、国家公務
員共済組合連合会、財団法人船員保険会、全国国民健康保険診療施設協議会、全国厚生
農業協同組合連合会、社団法人全国社会保険協会連合会、社団法人全国自治体病院協議
会、社団法人全国ビルメンテナンス協会、社団法人全日本病院協会、社団法人地方公務員
共済組合協議会、社団法人日本医師会、社団法人日本医業経営コンサルタント協会、日本
医療機器産業連合会、財団法人日本医療機能評価機構、社団法人日本医療法人協会、社
団法人日本衛生検査所協会、社団法人日本看護協会、社団法人日本歯科医師会、社団法
人日本歯科衛生士会、社団法人日本歯科技工士会、社団法人日本私立医科大学協会、社
団法人日本精神科病院協会、社団法人日本精神科看護技術協会、日本製薬団体連合会、
日本赤十字社、社団法人日本病院会、社団法人日本病院寝具協会、社団法人日本病院薬
剤師会、社団法人日本放射線技師会、社団法人日本薬剤師会、社団法人日本臨床衛生検
査技師会、社団法人日本臨床工学技士会、社会福祉法人北海道社会事業協会

2009年11月22日（日）～28日（土）

開 催 日 2009年11月28日（土）
 13:00開場  13:30開始  17:30終了
 定員300名　事前申込制・無料
 会場の都合により先着順、定員になり次第締め切りとさせていただきます。
 参加受付のご連絡は受付票の発行をもって代えさせていただきます。

開催場所 ベルサール飯田橋 1Fホール

主　催 厚生労働省
 http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/i-anzen/

後 　 援 読売新聞社

【プログラム】
●医療安全推進週間にあたって
 厚生労働省医政局医療安全推進室
●パネル討議
　第一部 「国民の目から見た医療安全」
　第二部 「徹底討論　医療事故調査のあり方を考える」
　　コーディネーター 稲葉　一人氏 （中京大学法科大学院教授）
　　パネリスト（五十音順） 加部　一彦氏 （愛育病院新生児科部長）
 木ノ元直樹氏 （木ノ元総合法律事務所）
 鈴木　利廣氏 （すずかけ法律事務所）
 瀬尾　憲正氏 （自治医科大学麻酔科集中医学講座教授）
 高本　眞一氏 （三井記念病院院長）
 堤　　晴彦氏 （埼玉医科大学高度救命救急センター教授）
 永井　裕之氏 （医療の良心を守る市民の会代表）
 埴岡　健一氏 （日本医療政策機構理事）

※中央行事以外にも各地方厚生（支）局において医療安全ワークショップを開催し、
医療現場における安全意識の向上に努めています。

※申込に際しお送り頂いた個人情報は参加手続き、連絡及び関連する情報提供の目的以外には利用いたしません。

アンケート
実施期間 10月15日～11月8日
「医療安全」に関するアンケートを
実施しています。シンポジウムでは、
この結果をもとにディスカッション
を行います。ぜひ皆さまのご意見を
お聞かせください！

厚生労働省では、医療安全の推進に当たり、医療機関やそこで働く
医療従事者に対する働きかけはもちろんのこと、医療安全について、
国民の皆さまの理解を深めていただくことも重要と考えております。
11月28日（土）は、皆さまにお答えいただいたアンケート結果をもと
にしたディスカッションをはじめ、医療安全を身近に感じていただ
くためのシンポジウムを開催いたします。

〈交通〉
東西線「飯田橋駅」Ａ２出口徒歩２分
ＪＲ線「飯田橋駅」東口徒歩３分

東京都千代田区飯田橋3-8-5 
住友不動産飯田橋駅前ビル

パソコン
http://www.e-anzen.net/

医療安全推進
シンポジウム

週間

医療ネットワーク支援センター

氏名・住所・連絡先電話番号・職業をご記入の上、FAXまたはメール、イン
ターネットにて下記までお申込ください。
厚生労働省 認定個人情報保護団体　
内閣府認証 特定非営利活動法人

FAX: 03-6438-2850 / Mail: info@medical-bank.org
Web: http://www.e-anzen.net/

事　前　申　込

申込・問合せ先
運 営 事 務 局

Phone携帯電話
http://www.e-anzen.net/m
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